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要旨

本研究の目的は、近年、集落を超えて形成されている"城戯舗且織の意義とその可能性を考察することである。島根

県旧赤来町において複数の集落からなる地域戯台*目織を対象とした実態調査をもとに広域車携活動と既存の集落活動と

の関連から考察を行った。その結果、次の点が明らかになった。①集落間で行う広域連携活動の項目数は2~9項目と

ばらつきがあり、広噸垢車携活動の進展度合いに違いが見られる。(2)このような広域連携の活動性の違いには、組織内に

おける集落の農業剣牛弌柴落での共同性、高謝ヒの進展度合い、組織運営における財政的問題などが関俳、している。(3)

直面する課題は"仙戈自1舗且織ごとに異なる。一方、盤仙戈戯台*旦織の役員の人口構成には偏りがあり、補助金額は少なく依

存度は高い。これらの結果は、賀城戯舗旦織の活動を展開していく上では、ホ且織活動を担う人材優用労働の確保)とそ

のための財政的支援、町内の"城自1餅且織が相互に↑青報交流を行える場や戯餅且織内の集落・住民間で情報共有する場づ

くりなどの他、個々のホ且織の剣牛に合わせた支援が重要であることを示n麦している。
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1.2 既存研究と本研究の目的

"城自1舗且織に関する既存研究として、坂本[4]、吉

田・中塚[6]、星野田、小田切[3]、笠松[2]などが

挙げられる。坂本は、那鳥県糸魚川市内の根知地区を対

象として集落間の関係性に関する実見Eを分析し、ガ仙戈内

の有志集団と振興会が連携することなく、個別に活動を

1.背景と目的

1.1月泉

高度経済成長期以降、我が国では地方分権改革が推進

され、これまで行政が担ってきたサービスを、NP0や民間

企業などの多様なコミュニティが主体となり運営するこ

とが求められるようになっている。2000年の地方分権一

キ舌1去の施行により、従来の中央集権弗"行政システムから

地方分権型行政システムへの転換が進められた。2002年

には二位一体改革の方針が出され、2004年には市畊寸合

併特g4法が施行された。合B塒伊W却才2005年3月までに

市町村合併を推進するもので、合併市町村に対しては優

遇措置がとられ、非合併自1台f本に対しては地方交イd税を

削減するなどの措置がとられた。これにより、2005年以

降は市町村合併が進むが、合イ并を行う市町村では、編入

町村の住民、すなわち、中心の市街地から青働した周辺地

域の住民からこれまで受けてきた行政サービスが低下す

ることへの不満・不安の声も上がるようになった。行政

サービスの低下は住民生活の利便性の低下を意味し、周

辺地域においてさらに人口減少を進行させることが危愼

される。以上の問題もあり、住民自治の強化等を推進す

る観点から、市町村内の一定の区域を単位とする「赴仙戈

キーワード中山間地域、地域自j台組織、広域連携活動

自治区」を市町村の判断により設置することができるよ

うになっているD。赴城自治区とは、市畊寸内の複数の集

落をーつの区域とし、その区域で住民自治の強化や、行

政と住民との協働の推進などを目的とするネ且織のことを

指す。本研究では「台城鹸舗且織」と呼ぶことにする。

近年、赴ゆ戈鹸舗且織としての協議会の設立が全国的に増

力Ⅲ頃向にあり、大字や小学校区などの"ゼ理的領域を単位

として取り組む地域が多い状1兄にある。

このような動きの中で、中山間負城では、人口の減少

や住民の高鯏ヒによって従来からある集落の自治機能を

維持していくことが困難になりつつある。集落を超えた

広域的な活動としての地如戈鹸舗且織の活動が地塒士会活

性化弌柴落の維持、発展にとって新たな役害4を果たすこ

とが期待されている。



行っているという問題点を明らかにしている。吉田・中

塚は、兵庫県下における地域自1舗目織の規約を「団体参

力哩」「個人参力哩」「中間型」の3つに類型化している。

規約の類型が、組織設立段階の協議における提案と関係

していることを明らかにしている。また、自治に関して

は、既存のコミュニティに属する住民の参画が殆どであ

り、今後は役脂吻、住民の参画が求められる点をキ旨摘して

いる。星野は、広島県旧高宮町地域振興会の事例力喝、

小自治単位の自治力の形成条件について考察を行ってい

る。小自治単位の自治力を形成するために、きめ細やか

な行政の酉略、役場職員の高いモラル、活動の基礎とな

る補助金、トップのりーダーシップなどが重要であるこ

とを明らかにしている。小田切は、広島県旧高宮町ガ城

振興会の事伊仂喝、"城自1台*且織の樹敦と性格について、

地域戯舗且織が従来の集落と補完関係を保っていること

を明らかにしている。また、両者が補完関係を強く意識

するために、従来の集落とは異なる地加戈鹸舗且織のあり

方が模索されている点についても指摘している。笠松は、

島根県旧赤来町を対象とし、地域自1舗且織設立の経緯や

背景について言西丞している。旧赤来町では、針城自1舗且

織の設立に向けて準備委員会を設置し、準備を進めてい

たが、委員会が検討に費やした期間は1年半と短期的で、

行政職員や住民が意思疎通を図るには不十分であること

を指摘している。また、今後は、行政職員と住民が対話

と理"¥を進め、より発展的な提案を模索する必要がある

点を指摘している。しかし、設立から現在までの実見昌や

課題などについては明らかにされていない。

このように、広域自治活動を対象とした研究は存在す

るが、広域自治の活動内容における負城差に着目した研

究や広域自治活動と既存の集落の自治活動との間の関係

に着目した研究は少ない。また、各自1舗且織の活動につ

いて、その活動内容を公表している団体とそうでない団

体もあり、活動状態について明らかになっていないこと

が多い。

そこで、本研究では、中山間地域である島根県旧赤来

町の地域戯餅且織を対象として、集落を超えた広域的な

地域自治活動(以下、広域車携活動と呼ぶ)の活動性の

差異、差異が生まれる要因を定性的に明らかにし、"仙戈

戯舗目織による広域車携活動の意義とその可諸生を考察

することを目的とする。

源の管理や生活のネ倒寺・充実のためにネ旦織されてきたの。

このような従来からある集落機能が高酬ヒによって低下

していく中で、集落間を広域的に結ぶ連携による補完や

都市住民などの地域外の人々と地或内の住民とを結ぶ交

流機能など新たな機能が必要になっている。その一方で、

各集落では粥虫で事業を行うことが多いことから、集落

間での連携があまりとれていないこと尺洛地域自1舗目織

で広域車携活動の内容が異なることが予想される。

広域連携能

◎交流
・集落間の交流
・よそ者の受入など

◎集落の能補完
・農地管理など

資源管理

機能

◎農地管理
・畦畔の草刈り

生活充実
機能

◎生活インフラ

・公共施設の有無

◎生活基盤の維持
・除雪,植裁.草刈り

◎生活扶助
・冠婚葬祭

既存の集落機能

図1 広域連携活動に関する概念図

◎生産補完
道や用排水路の管理

2.2 対創也域の概要

本研究では、島根県旧赤来町(現飯南町)の自治振興

協議会および自治振興会を地域自1台*且織として調査対象

とする。台城鹸舗月織は旧赤来町と旧頓原町の合併を機

に2005年に設立された。図2で示したように、旧赤来町

は飯南町の南部にあり、広島県境に位置する中山間地域

である。

2.研究方法

2.1 研究の視点・枠組み

図1に賀城献餅且織が行う広域連携活動の概念図を示

した。農村ガ仙戈での自治は、集落を基礎に農地などの資
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図2 島根県における対象地域の位置
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図3 は明治の合併から平成の合イ并までの経緯を示して

いる。旧赤来町では旧村・旧町が何度力冶イ并を繰り返し

ており、そのような歴史的背景からも、赴Ⅲ或条イ牛によっ

て広域的なL車携活動のあり方も異なると考えられる。

図4 は対象とした針城自1餅且織αX立置関係を示してい

る。谷は旧小学校区の領域で自治振興会として活動して

おり、それ以外の地域自1舗目織については大字窄度の地

理鄭頁域で形成されている。2つの大字で形成されている

"仙戈自1舗且織(小田真木)も存在する。

飯南町平成17年
頓原町と合併

赤来町昭和32年

赤名町昭和28年

谷村明治22年

鯏ヒ率をみると、30%を超えている赴城哉餅且織がほと

んどであるが、20%や40%の"仙戈自1舗目織も存在するな

ど"城鹸舗目織間で違いがある。

表1 旧赤来町における地域自j台組織の柵兄
谷村 赤名村 来島村

赤名 下赤名上赤名 小田真木 上来谷 下来

落数 5 107 57 4 4

世帯數 19996 106 1491 15162 90

人口総数 457251 3U 465 412339 252

65 以上人口 110 170128 151 137 96 105

85歳未満人口 295216141 202 316306 341 147

1世帯あたり
2.8233之2.6 3.02念 2829

平均人数

高齢化率 U% 37% 4伽33鼻37X 23% 39郭

注:総務省「平成22年国勢調査ヨをもとに作成

赤名町昭和9年

赤名村明治22年

図3 旧赤来町の合併までの纃享

「島根県の""名紬をもとに作成

τ赤会

表1は、2010年時点における負城自1舗月織の概況を示

している。負仙戈自1舗且織はおおむね4~10 の集落で構成

されている。世帯数・人口に関しては、住宅が密集して

いる市街地のある針城自1舗旦織(赤名、野萱)で多いー

方、農キ寸負仙戈においては比較的少ないことが分かる。高

来村明治22年

上恐冬

図4 j也域自j台組織の位置関係

注:飯南田T役場ホームヘージ「飯南町自治区マップ」をもとに

作成

3.調査結果と考察

3.1 10年間の活動の1寺徴

上記の調査結果をもとに、"城鹸餅且織による広蛎鼬

携活動の樹敦を明らかにする。表3 は、ガ城自1餅且織設

立の当初(2005~2009年)での活動内容と、2010年から

2015甲見在までの活動の11翫'状況、およびこれまでの活

動の成果についてまとめたものである。

当初は、広域車携活動の項目数カミ0四と"仙戈間でばら

つきがあり、当時はまだ広域連携活動をそれほど重視し

ていなかったように見られる。特に、小田真木地区では、

従来の集落活動を重視し、広域車携活動に着手していな

い。しかし、2005年の地域自1餅且緒搬立上メ降、これまで

スポーツ団力新テつていた翅戴の祭りをし」佃真木夏祭り」
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下棄島

野萱

上筆島

2.3 調査方法

本研究では、2013年に飯南畊士会樹止協議会が作成し

た旧赤来町自治振興協議会および自治振興会の活動一覧

資料を参考に、農林統き十協会「2010年農林業センサス農

業集落力ード」の集落データ、自治振興協議会および自

治振興会への実見ヨ調査データを用いて対象地"戈戯舗且織

の樹敦や差異を分析した。実見員調査は、2015年4月~6

月にかけて各自治振興協議会およぴ自治振興会の代表者

(会長)に調査票を酉己布し、後日、回収および聞き取り

調査を実施するという形式で行った。調査票の項目と内

容は表2に示したとおりである。

表2 調査票の項目と内容

内

設立当初からの5年問(2005~2009年)とその後の活動
活動内容

状況(2010~2015年)

活資金 収入と支出の内訳など

役員の年齢構成、地域自治組織の運営に参加する者の
成員

うちU1ターン者の数、メンバー固定化への見など

これまでの成果、今後の課題、設立以前の連携活動、連
成果と課題

携活の必要性など
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へ醐肩し、集落全体で祭りの運営を行っている。これに

より、地区内だけでなく、町内の他地区からも参加者が

現れるようになっている。また、地区の廃校となった小

学校を改装した「ふるさと回想館」をオープンし、地区

住民の交流拠貞施,設としても機能している。活動項目数

が少ないガ城である下来島地区では、一度途絶えていた

伝統行事「はやしこ」が復活している。しかし一方で、

これまで取り組んできたイベントの存綺、が困難になりつ

つある。会長への聞き取りによれば、交流活動に取り組

む意飲は少なからずあるものの、活動に1走事する人材が

不足している。そのため、近年は、同地区にある1且泉施

設の運営ネ且織が中心となり、イベントを行っている。ま

た、下赤名地区では彰1」や農道の管理等は集落粥虫で行

つており、現在も従来の集落活動で十分に対応できてい

ることを示唆している。そのため、広域連携活動に関し

ては、防災、福祉、祭事、イベントといった分野につい

てのみ継綺釣に行っている。

2010年以降も活動を剤拶、し、かつ項目数の多い地域自

1舗目織として上赤名、赤名、谷が挙げられる。上赤名地

区では、都市農村交流事業の一環として「めんがみ山収

穫祭」を毎年開催し、地区内だけでなく、地区出身で他

県在住の方や人数は限られるが広島や関西からの一般参

力暗を招待し、りピーターも増えるなど好評を得ている。

赤名地区は、以前は宿場町であった貿城であり、農地は

少ない。また、歴史的に火災の多い台城であり家屋が密

集していることから、特に防災に力を入れて取り組んで

おり防災意識が高いという樹敦が見られる。さらに、人

口減による商店の衰退などによって地区外に他出した子

供世代が戻ってくることが難しいことなどが原因で高齢

単身世帯が増えている。このことから、福祉活動にも力

を入れて取りネ且んでいることが明らかになった。そして、

"城戯舗且織の設立を契機に、これまで集落で行ってき

た活動を、地域自1舗且織として引き受ける形となってい

る。ネ且織設立当初からの10年間は同一人物が会長を務め

ており、地域のりーダー的存在となっている。このこと

が比較的多くの活動を1佳綺、している要因と考えられる。

谷地区では、ガ城自1舗旦織設立以前の1981年に「谷振興

会」を立ち上げ、運営を行ってきた。このため、2005年

の「谷自治振興会」設立を機に、これまで「谷振興会」

で取り組んできた項目をさらに強イヒすることができたと

考えられる。2010年には、地区の廃校を改装した"城の

交流拠貞施.設「谷笑楽校」をオープンさせ、農産物の加

エへの取り組みも見られる。これら活動項目数の多い組

織では、交流活動を卦見している傾向がある。交流活動

は地域内だけでなく、地域外の町民を祭りに呼んだり、

都市部の住民を呼んで交流会を行ったりするなどの開放

的な活動が特徴と言える。

地域自1舗且織の設立以降、広域車携活動は少なからず

行われるようになっている。中でも福祉はいずれのガ城

自1台ネ目織においても積極的に取り組んでおり、高歯諸の

参加の場づくりとしてサロンを新設した負城戯餅且織も

見られる。以上のことから、活動回数を問わずこの10年

間で一定の成果が表れていることが明らかになった。ま

たそれと同時に、新規の活動項目が生まれていないガ城

自1台*且織が多いことも明らかになった。

表3 2卯5年から2015年にかけての活動の継続状況

当初セ卯5-2伽9
年)の取り組み内容

谷

草期り
栽

除
爽肪

祭
イペント

上琢名

農地管

豊道等
の管理
・草刈り

赤名

農道等
管理

草刈り

鹸雪
防隻
福祉

イペント

雌峡垣目霊

断規顎目壁

典地管理

暴道等の
管

農産加工

草刈り

植戴

除

防災

枢祉

祭車

イペント

下赤名

防隻
枢祉
祭
イベント

防災
福祉
祭事
イペント

7

小田真木

9

上廉島

地管

草刈り
肪隻
福祉
祭事
イベント

経続

新規

談

継続

継続

継続

0

なし
(各集建で

実施)

継続

継続

8

0

4

錢糎襲

鞭峡

継読継続

糎鱗 新規経続繊読

・谷隻豪・都市農・赤名地・壊内交・壊内外・域内交
校を拠点村交識事壊全休で淀活動の交識活動漬活動の
とした都市業の実飽のイペント活性化の活性化活性化
農村交識.赤名地速携(赤(下弄名小田真木(臭世代
集の強壊全休で名地域ま祭り)夏祭り)交吏会、

交疫能化 のイベントちづくり連・赤名地・地壊行女性の集
の・視宴での連携(赤絡会)壊全体でへの歩い)
充実交桟令数名地壊ま のイペント加者の増・豪島公

が増加ちづくり連 運携(赤加 畏館の活
動強化・志団絡金) 名地壊ま

ちて文り連体の活性
絡会)化

肪塑訓・既存の・既存の・防災・既存の 既存の
鍾の聲化集落活動集落活動鐘の彊化集落活動 集落活動

の強化 複重複
除言へ能

の也力・産加の
工の取り補完

福祉犠組み
雌の強化

下廉島

イベント

鎚続

0

鯉読

鞭続

軽

継続

0

4

鞭鱗

6

0

3

続

継続

・梧祉サロ
ンの立ち
上げ

0

継続

新規

新規

新規

糎峡

3.2 広域連携活動の差異とその要因

まず、広域車携活動を構成する新たな交流活動の進展

度合いと集落機能の補完度合いから地"戈戯舗且織を分類

したものを表4 に示した谷と上赤名において広蛎煽車携

活動が進展していると考えられる。谷は前述したように

旧小学校区単位での活動を推進している。一方、上赤名

は、赤名、下赤名とともに「赤名赴仙戈まちづくり連合会」

新規

庚止

・一時途
絶えてい
た

伝銃芸能
(はやし
こ)を、協
謹会活動
で承

注:2015年4一月における各針城自1餅回織~刀聞き取り調査を

もとに作成
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を結成し、合同で各種行事を計画し、剣テしている。赤

名にある銀山街道を槻光資源として負仙戈一体的に発展を

図っていることが背景にあるが、旧小学校区程度の広域

での連携活動を負仙戈鹸舗且織間でゆるやかに行うことで、

柔軟に対応している。

ある程度あり あまりなし

既存の自治会活動が中自治会輸送活動
心。活動拠点となるもな有志団体による活動が盛ん

下来島谷
<、交流機能がうまく機能し地については個々の自治

会で管理 ない

・地域'源を活かした都市
村交流活動
・赤名地域まちづくり絡会と 自治区単位というよりも、

上来島上赤名
公民館としての活動が多いの広域連携活動

・自治区単位での墳保全活
動

・赤名地域まちづくり連絡会と
下赤名の広城携活動

・既存の自治会活動の充

市街地等の農地が少ない・赤名地域まちづくり絡会と
集落や地を多くもつ落の広城活動

赤名 など構成されている落に野・農地が少ないため、落機
違いがあることなどから、既能はなし
存の自治会活動が中心

・祭り等の域内外交流活動
が盛ん

小田真木・地管理等の集落機能につ
いては、既存の自治会活動が
中心

注:2015年4一月における各"城自1舗且織への聞き取り調査を

もとにうシ類

表4 広域連携活の類型

0

0
L

集落
ι

斬たな交識活動

集落

表6は、各台仙戈鹸舗目織における集落間の広蛎妬車携活

動と既存の集落活動との関連について示したものである。

谷、上赤名、赤名以外の地h戈鹸台ホ旦織では、集落で取り

ネ目んでいる項目の多いことが分かる。

特に、生活や農地管理に係わる部分の彰1」り、植裁、

農産力U工については、賀ゆ戈鹸舗且織設立後も集落単ぢ虫や

一部の集落で取り組んでいることがほとんどであり、地

域自1舗且織としてほ深く関与していない。

なお、除雪尺際事など生活充実に関しても、各集落で

行われている地区が見られる。これらの地区は集落数カミ

多いまたは集落間の条1牛に違いが大きい地区であり、こ

れらの特陛が広域連携活動に影響していると推察される。

特に、祭事に関して集落で行っている地区があるが、こ

れは秋祭り(対象針仙戈では「はやしこ」と呼ぶ)におい

て、昔からの慣習や伝統が受け継がれており、現在も各

集落が輪番で行うことが関係している。練習のみ各集苓

で行い、秋祭り当日は"仙戈哉餅且織として集落間で連携

して行う地区もあり、活囿肝つ態に差異が見られる。

0

0

0

0

集落

(秋祭)

表5は、翅戴自1舗旦織設立前の2000年時点での都目織

内における農道管理、農業用用排水路管理、集落の生活

関連施.設管理、および、イベントの企画・開催に関する

共同活動を行う集落数をまとめたものである。ネ且織設立

以前から集落での共同イ乍業弌採月織単位でのイベント活動

の多く見られるのは、谷、上赤名、下赤名であり、表 4

との関連でみると、このうち谷、上赤名では、針セh戈自治

ネ且織設立後も広坊腫携活動を比較的行っていることが分

かる。 0

表5 1也域自j台組織設立前の共同活動の状況

農道理共伺作業により管
集落として理Lない

農案用用排共問作案により

水路理集幕として理しない

生活関連筧共伺作業により管理
設理 集落として管理しない

イベントの企画・催

青卑屡中心の●轍"貫塙

女性中心の岨鳳が実箆

嘉計君中心の蝿盛が宴庭

表6 広域連携活動と既存集落活動との関連

活動内容

地理

道等の管理

谷 上赤名

5

0

注 1:農林繊十協会「2000年世界農林業センサス農業集落力ー

ド」をもとに作成

注2:表の数値は集落数吹損値を除く)を示している。

注3:共同イ乍業により管理は、農家に出役義務がある集落と全戸

に出役義務がある集落の合計を示している。

谷

集落

0

赤名

産加工

上赤名

0

0

下赤名小田真ネ上来島

2

靭■■■■鮠

赤名

0

載

下赤名

集落

集落

除

防災

祉

0

0

小田真木

集落

0

野萱
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、智

0

下来島

有志の
団体

祭皐

上来島

0

一部の

集落

0

野萱

集落

集落

落

イペント

注1:2015年4一月における各ガ城自1舗且織への聞き取り調査

をもとに作成

注2:01ガ也域自1齢且織で取弊且んでいる活動を示している。

表7 は、"城戯台ネ目織における資源管理の実見ヨを集落

の寄り合い回数や農家数・経営耕地面積といった農業条

件、農業関連の制度の実施状況、担い手の有無の観点か

らまとめたものである。集落の寄り合い回数や農家一戸

当たりの耕地面積でみると、ある程度似通った樹敦のあ

る集落で構成されている"仙戈戯餅且織ほど、広域車携活

動を進展させている傾向にある。

また、農地管理に関して、農林水産省の中山間"仙戈等

直接支払制度への取り組みは、農地の少ない赤名を除い

0

下来島

集落

0

集落

有志の
団休

集落

0

0

0

有志の

団体

楽一侮、「赤名地壊まちづくり連
合会」で活動を行うている

集落
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て各集落で別々に取り*且んでいることが分かる。そのー

方で、多面献麟能支払交付金佑"度(旧農地・水・環境保

全向上対策'事業)については、赤名および下来島を除き、

広域車携活動と同じ赴鰹鄭頁域で取り組まれている。担

い手の面からみると、農地の少ない赤名を除き、谷、上

赤名では認定農業者のいる集落が少なく、それ以外の地

域戯舗且織では法人などの農地管理主体のいることが広

旭蟻車携活動に影響していると推察される。

野萱は比較的農地のある集落と農地の少ない市街地を

含t喋落で構成されていることから、集落間で連携した

取り組みに向かいにくい喋落間の連帯を生みにくい)

と推察される。また、新たな広域連携活動に力を入れる

というよりは公民館単位での活動を重視しているホ且織

(上来島)も見られる。

なっている。公共交通の廃止で交通弱者問題が深刻化し

ている谷では、住民主導の戯台会輸送活動に取り組んで

いるが、他の"城戯餅且織においては交通弱者への対応

が不十分である。

表7 j也域自j台組織における資源管理実態

集鼎

塩善上

塩菩下

弁戸菩上

勢戸菩下

(桓卑)

畑田

北野上

北野下

中区上

中区下

顎戸1

翻戸2

偉菩

菩

り合い回捻屋業敷

上琢名

軽言捕地員家一戸当たり
西穎軽言恭地百疲中山闇直払

赤名

谷

斬たな交捷活動

Uターン者を含む若者が、仕事以外でも
地城に関わることのできる仕組みづくり

上赤名金館を拠点とする掩設整備、さら
なる組榎運営

地区にまれる所(金館)がない

10

上赤名

ユ'

表8 広域連携活の課題

寮上

張戸

13

赤名

下赤名

5

"

千索

中逼,

中ヨ2

石炭

福田1

福田2

福田3

奥真ネ

口真木

奥小田

中小田

口小田

上廉島

安丘

尊戸

横島

下赤名

員地・水

6

井員地・*委員
金

集落間連携や交癒の機会づくり

小田真木

担い阜の有低

認定墨案竜

,翻

木・公民館活動との連携

上来島

集落楓能の補完

住昆の高齢化に伴う諸対策
産集として確立する二と

高齢化に伴う地区住民の二ーズに的確に対序
できる組力の強化および拡充

独居高齢者への対庄(ゴミ出し、食事、身辺整理
なぞ)

各自治会はモれなりに自立できているが、若者
が少なく高酷者の多い世帯があり、集落活動が
負担になりつつある

各集落の人口構成に偏りがあり、他にキ緑々な

背景から自治への取り組みが困霊になっている

M

06

野見野蜜墳保全
組合

"

個々の集落が楓能しなくなったとき、地諾
会として広城的に対処できるよう、早急に
連携の皐備を進める必がある

有志団体との逗携

上素昌

野萱

5

.

下来島・地区にまれる場所(会館)がない

注:2015年4一月における各ガ城戯台ネ且織~つ聞き取り調査を

もとに作成

1,

6

野萱

3

塚頂

三日市

野豊

下三日市

保賀

松本中卸

栓本西郵

川訊

課定晶案宅

下来島

13

15

負仙戈鹸舗旦織の課題として、住民の高齢化に伴う構成

員の高鯏ヒや特定の年齢層弌『甥1」に偏ることが挙げられ

る。図5 は"仙戈自1餅且織の役員の年歯朧成を示したもの

である。60代が最も多く、続いて50代と、中高年の割合

が高くなっている。現在の主軸である50~60代の役員は、

数寸4裟には引退の時を迎えるため、現在の30~如代の

積極的な参加が求められる。しかし、彼らは働き盛りで

多忙ということもあり、負城自1餅且織の活動に専念でき

る人材が不足するという問題が生じている。図6 には地

域自t舗且織の役員の男女比を示した。図から分かるよう

に、男性がその多くを占めている。しかし、女性の参加

も少数ながら見られる。・→祁の地域自t舗且織では、各集

落から必ず一人は女性の参加を促すなど、各地域自1舗且

織の裁量で選出している実態、も明らかになった。

注 1:飯郁广役場提供資料、農林統ヨ{協会「2010年世界農林業

センサス農業集落力ード」をもとに作成

注2:0は中山間"城等直接支払制度への取り組みがあることを

示している。

0

t

下赤名慮墳保全
岨合

4

0

0

0

和田.冨屋
々
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0

員案生産佳人

高齢化に伴う担い手の減少
住民の自立

祉活助に伴う、住民の移動方法

,

小田真木鶏墳保
全組合

00

0.

不明

1●

19

10

0,

11

0,

3.3 広域連携活動の課題

地域自1餅且織の発足によって一定の成果が見られるー

方で、課題もある。表81才"城自1舗目織の活動の課題を

示している。組織によっては集落を超えて住民が集まる

場所の確保や交流拠点としての整備などの課題が見られ

る。また、高齢化に伴って住民の移動方法などが課題と

,

畳粛生産法人

上豪島轟填母全
栓合

0

言員組合

軒萱自治偲
員村憲填保全岨

合

認定豊粛者

員煮生産法人

註き豊婁寿

0

0

0

保賛地匡
量墳保全細合

栓本中郁さくら金

下豪島美守り
ウラづ

曇業生産蓬人

謹定員業竜

営員粗合

屋業生座ま人

上赤名 2

^9赤名

囿一ー、了一ー^フ下赤名

物彬^小田木

吻工^20上来島

^2^野萱

下来 2

谷閉ーテー^6

3

図5 役員の年齢構成

注:2015年4一月における各ガ城自1舗旦織~刀聞き取り調査を

もとに作成
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谷

上赤名

赤名

下赤名

小田木

上来島

野萱

下来島

図6 役員の男女構成

注:2015年4一月における各地域劇餅且織への聞き取り調査を

もとに作成

今後は、現役世代の後継者となる若者の確保が課題と

して挙げられる。現在は、地如戈自1舗且織の取り組みが地

域のⅢターンに影響を及ぼしていることはほとんどない

が、役員の平均年齢が高くなり、後継者問題が深刻化し

ていく中で、将来的に1才地兀から禹帥て暮らすU1ターン

者を地妬戈献舗且織の一員として積極的に受入れることが

ホ且織の活幽ヒにとって必要であろう。

また、各負城戯舗旦織では、発足以来、自治活動の振

り返りがほとんどできていない。各地如戈自1舗且織におい

て、年に数回、田打攻座談会が開催されているが、この会

では地h戈自1舗且織以外の話題が主となるため、活動につ

いての反省や提案を発言できる機会が少ないと考えられ

る。町役場は自治区長連絡会を設け、定期的に自治区長

と自治活動についての意見交換を行っているものの、こ

れでは地域鹸舗且織のトップと意思疎通を図ることしか

できない。地"戈戯餅目織の主役である住民と直接意見交

換を行える場が不十分である。より発展的な自治を行う

ためにも、住民参加型の意見交換会を設ける必要がある

と考えられる。

表9と表10は、赴城戯舗且織の収入の構成と支出の構

成を示したものである。

収入の構成については、特に、補助金に占めるウェイ

トが高い。また、聞き取り調査の結果をもとに、予算規

模と補助金額についてもそれぞれ算出したが、ネ旦織への

加入世帯数の多い地区ほど、補助金額が高くなるため、

自治活動に使用できる資金が多いことが分かる。しかし、

谷など補助金額が少なくても活発に活動を行っている組

織もある。これは、他の補助事業などで資金を確保して

いることによる。

支出の構成にっいては、全体的に"城行事に多く支出

しているネ且織が多い。これは、祭事やイベントなどの交

流活動において"城戯舗且織の役害11があることを示唆し

■男口女

ている。しかし一方で、地如戈行事よりも、事務経費に多

くの資金を充てているネ旦織も存在している。これまでの

交流活動では、町外からの参加者が少なく、台ゆ戈住民の

参加が圧倒的多数となり、1乎来的な参加者数は伸び悩む

と考えられる。そのため、外部からの観光客を呼び込む

刻策を講じる必要があるが、情報剣言には広告宣伝費が

必要不可欠である。従って、彪然と事務経費の支出も増

加すると考えられる。

自治区

谷

上赤名

赤名

下赤名

小田真木

上来島

野萱

下来島

予算規桓および補助金

予算規模町からの補助金
(万円)(万円)

35267 フ

表9 1也域自j台組織の収入構成

1063

867

66 1

565

436

注1:飯南町役場提g嬪料、2015年4述月における各"城自治

組織への聞き取り調査をもとに作成

注2:補助金額は、ガ城自1台*且織への加入世帯数をもとに算出し

ている。予算規模は聞き取り調査で1昇られた収入に占める

補助金割合をもとに算出している。
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補助金

780

659
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52嘗
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452

41嘗

会賓

368

90鼻

収入の構成
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2%
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注:2015年4一月における各ガ城劇舗且織への聞き取り調査を

もとに作成

フ%

7努

10郭

0努

表10

事務経費

10%

42%

15%
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30%

25%

26%

20%

17嘗

2郭

46寓
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地域自治組織の支出構成

地域行事生活関係
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3.4 広域連携活動を制約する要素

以上より、広域連携活動の内容弌推展度合いには差異

がみられ、活動性が高いとは言えない。広域車携活動を

制約する要素には、"城戯餅目織として集まる拠点がな

い、拠点の整備(交流・宿泊施設としての整備など)が

十分になされていない、農業条件弌地区人口の高鯏ヒ状

況など地区の諸剣牛が多様で"城自t餅且織としての連帯

が生まれにくい、広域連携をまとめる・発展させる人材

がいない、広域連携活動に対する町からの交付金額が人

材を雇えるほどではない、組織としての活動を振り返る

場がないといった点が挙げられる。このため、広域連携

活動は地区の条件によって異なり、ガ城内外の活動をつ

なぐ拠点的な(あるいは多面的な)活動とはなっていな

偶
峠
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鳴
鳴
偶
偶

偶
偶
偶
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い。また、表5 でみたように、集落単位での共同イ乍業や

組織的活動の少ないことが広域連携活動を抑制している

側面もある。すなわち、集落間の農業剣牛や共同性、高

齢化状況などにばらつきがあることにより住民の危機意

識弌ε車帯意識の相違が生まれ、それが翅戴戯舗且織の活

到腔に影響していると考えられるの。

4.まとめと今後の課題

本研究ではこれまでの研究では十分に明らかにされ

ていない地域自治組織における集落間の広域連携活動

の意義とその可能性について、広域車携活動の進展度

合い、進展度合いと地区内の集落の諸剣牛、飢城自治

ホ目織の課題との関評、に着目して考察を行った。

その結果、ガ仙戈自治組織設立後において、集落間で

の広域的な連帯が生まれつつあるものの、旧来の集落

活動が剤翫されている"城も多く、組織間での広域連

携活動の進展度合いに違いが見られたこのような活

動性の違いは、組織内における集落間の農業剣牛や高

齢化、共同活動、ホ目織運営における財政的問題などと

関停、していることが明らかになった。

集落の人口が減少していく中、地或鹸台*旦織の活動を

通じて集落を超えた住民の連帯を形成していくことは、

中山間地域の生活を維持していく上で重要である。一方、

台城鹸舗旦織の活動は主に補助金によって支えられてい

る。戯台ネ目織として自立するために、どのように活動を

維持すべきかを検討することが重要と考える。対象"城

では、台城の活動を各集落で行うのか、それとも地域自

1舗目織で行うのかについては、各豊城自1舗目織の判断に

イ壬せられている。立地剣牛、集落間の条件差をはじめ、

地域戯餅且織間で歴史や慣習も異なる。また、広域車携

を行うことによって役員の負担が増えるなど、少なから

ずデメリットも生じている。

旧赤来町は、現在、合併して飯南町となっているが、

町全体でみると、員城鹸台采目織としてのまとまりは1印」、

学校区、大字単位、組単位など多様であり、まとまり方

に違いが大きい。活動の進展度合いも異なる。また、町

が支ネ合する補助金も少ないことから、高齢化していく中

で従来の集落自治を行いながら"城自1台*目織としての活

動を行うことには限界があり、負ル域外との交流に向けた

活動は目に見えた効果につながっていないことから住民

参加制主民琳¥が得にくい状況も見られる。町としては、

ガ城鹸台ネ目織の活動を展開していくための人材酉e置優

用労働の確保)ができる程度の交付金の支援尺町内の地

域戯餅且織が相互にf誹R交流を行えるような場づくり、

戯台ホ旦織内の集落・住民間で情報共有する機会の充実を

行っていくことが重要と考える。広域連携活動の制約と

なる要因は地域鹸舗月織ごとに異なるので、ネ目織の現状

に合わせた細かい支援を検討していく必要があろう。

最後に、本研究で明らかにした結果をもとに、より効

果的な広域自治のあり方について検討していくことが必

要である。以上の点については今後の課題としたい。
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註

D 1也域自治区は、①負城自治区(一般)、②負城自治区

(特g4)、@)合イ并特砂'4区の3つに分類される。①は、地

方自治法に基づく制度で法人格がなく、全市畊寸が設

置可能である。住民自治の充実の観点から、区を設け、

住民の意見をとりまとめる凱城協議会と事務,斤を置く

こととし、・陽斐職の事務所長を置くことができる。②

は、合イ并特仏岬凱こ基づく制度で法人格がなく、市町村

合併を行った自治体が合併時のみ設置可能である。ま

た、市町村から遡壬された特別職の区長(負城行政運

営に関して優れた識見を有する者)を置くことができ

る。③は、合併特g岬割こ基づく制度で法人格を有し、

市町村合併を行った自1台f本が申請できる。主な相違点

として、地方自治法に係わる①は設置期限がないのに

対して、合併特仏岬却こ係わる②およて岡は設置期間を

定める必要があることが挙げられる。また、①は市町

村内の全域に設置しなければならないが、②およて叉③

は合イ并した旧市田井寸において範囲を指定して設置する

ことができるという特徴もある。

2)本研究における集落は、農林水産省「農材業センサス」

における農業集落と同じ意味で用いる。すなわち、自

然発生的に存在する地域ネ士会で、家と家とが台断瓢勺、

血縁的に結びつき、各種の集団や社会関俳、を形成して

きた社会生活の基礎的な単位と捉える。中国地方、九

州"妨、東北"妨などでは、この農^落がいくつか

集まってーつのガゼ理鄭頁域(大字)を形成してきたと

いう4寺徴カミある(坂根[4]即.216~22の。

3)農林統計協会「2010年世界農林業センサス集落力ード」

における年謝砦層別農家世帯員数から集落ごとの農家

世帯員の高謝ヒ率を求め、各地区の平均と標準偏差を

比較した。その結果、下赤名は各集落の高齢化率がや

や低く集落間のばらつきがあまりないこと、一方、谷
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や上赤名は高齢化率が全体として高く、集落間の高齢

化率のばらつきが大きいことを確認された。
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